
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

               

常
南
電
気
鉄
道
設
立 

 
｢

阿
見
ッ
原｣

と
呼
ば
れ
て
い
た
広
大
な
原

野
に
海
軍
の
航
空
隊
が
造
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、

1920

［
大
正
９
］
年
か
ら
工
事
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
翌

1921

年
に
霞
ヶ
浦
飛
行
場
が
完
成
し
、

６
月
に
は｢

臨
時
海
軍
航
空
術
講
習
部｣

(

阿
見

原
に
陸
上
班
、
青
宿
地
区
の
湖
畔
に
水
上
班)

が
発
足
し
、

７
月
22

日
に
は
飛
行
場
開
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
年
９
月
か
ら
始
ま
っ
た
セ
ン
ピ
ル
教
育

団
に
よ
る
航
空
術
講
習
が
、
翌
1922

年
10

月
に
終

了
す
る
の
に
伴
っ
て
、｢

臨
時
海
軍
航
空
術
講

習
部｣

は
廃
止
さ
れ
、
同
年
11

月
１
日
に｢

霞
ヶ

浦
海
軍
航
空
隊(

本
紙
68
号
～
73
号
で
詳
述)
｣

が
開

隊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
阿
見
原
は
、

名
実
と
も
に
日
本
の
飛
行
機
の
メ
ッ
カ
と
な

り
、
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。 

 

航
空
隊
が
開
設
さ
れ
て
間
も
な
く
、
土
浦
と

阿
見
と
の
間
を
結
ぶ
鉄
道
が
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
企
画
し
た
の
は
、
新
治
郡
柿
岡
町(

現
石
岡

市
柿
岡)

出
身
の
市
村
貞
造
で
し
た
。
市
村
は
、

衆
議
院
議
員
を
務
め
て
い
て
、
1921

年
に
は
北
浦

電
気
を
創
り
、
鉾
田
電
気
を
合
併
す
る
な
ど
、

茨
城
で
の
電
力
事
業
に
深
い
関
係
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
土
浦
と
阿
見
と

の
間
に
、
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
へ
の
人
員
輸
送

を
目
的
と
す
る
電
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
を
企

図
し
た
の
で
す
。 

 
 

市
村
は
、

1921

年
９
月
15

日
に｢

根
崎(

新
治
郡
中

家
村
根
崎
。
現
在
の
土
浦
市
富
士
崎
町
に
設
置
さ
れ
た
停
留

所)
｣

～｢

阿
見(

現
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
正
門
付
近) ｣

間
4.1

㎞
に
電
気
軌
道
を
敷
設
す
る
免
許
を
取

得
し
、

1924

年
11

月
25

日
に
常
南
電
気
鉄
道
株
式

会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
社
長
に
は
市
村
が
就

任
、
本
社
は
根
崎
に
置
か
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
当
時
の
様
子
を
中
31

回
保
立
俊
一
は
、

｢

常
南
電
車
が
出
来
た
頃｣

（
『
水
郷
つ
ち
う
ら
回

想
』
）
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢

…
…
、
い
わ
ゆ
る
海
軍
道
路
と
い
わ
れ
た

道
が
出
来
、
桜
川
橋
を
渡
っ
て
富
士
崎
へ
つ
な

が
る
道
が
完
成
し
た
が
、
家
が
建
っ
て
町
が
形

成
す
る
ま
で
し
ば
ら
く
間
が
あ
っ
た
。
其
の
頃

備
前
川
の
橋
の
た
も
と
に
常
南
電
車
の
社
屋

が
、
田
ん
ぼ
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
建
て
ら
れ
た
。 

 

青
い
ペ
ン
キ
塗
り
の
か
な
り
目
立
つ
建
物

で
あ
っ
た
が
、
其
の
社
屋
の
道
路
を
へ
だ
て
た

前
の
畑
の
中
に
、
ト
タ
ン
屋
根
の
電
車
を
入
れ

る
仮
小
屋
が
建
て
ら
れ
、
二
輌
の
オ
レ
ン
ジ
色

の
電
車
が
は
じ
め
て
土
浦
に
お
目
見
え
し
た
。

土
浦
に
電
車
が
来
た
と
い
う
の
で
こ
ど
も
達

は
見
物
に
行
っ
た
。
走
る
姿
が
見
た
い
な
、
早

く
乗
っ
て
み
た
い
な
、
と
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

車
体
を
な
ぜ
【
撫
で

】
た
の
で
あ
る
。 

 

電
車
の
路
線
が
、
富
士
崎
町
の
根
崎
か
ら
阿

見
の
坂
下
ま
で
引
か
れ
た
の
は
し
ば
ら
く
た

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
…
…
。｣ 

 

常
南
電
車
開
業 

 

1926

［
大
正
15

］
年
10

月
９
日(

1926

年
12
月
25
日

か
ら
31
日
ま
で
が
昭
和
元
年)

、｢

根
崎(

後
の｢

桜
川｣)｣

～｢

阿
見｣

間
に
、
軌
道
法
に
よ
る
、
常
南
電
気

鉄
道
株
式
会
社
の
軌
道
線(

路
面
電
車
。
海
軍
道
路

上
に
軌
道
が
敷
か
れ
て
い
た)

が
開
業
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
開
業
後
の
営
業
は
不
振
で
、
営
業
係
数

(

100

円
の
営
業
収
入
を
得
る
の
に
、
ど
れ
だ
け
の
費
用
を
要

す
る
か
を
表
す
指
数)

は
、
121

の
赤
字
経
営
で
し
た
。

す
で
に
、
土
浦
駅
を
発
着
点
と
す
る
乗
合
バ
ス

(
土
浦
～
阿
見
～
木
原
。
土
浦
～
霞
ヶ
浦
航
空
隊)

が
、
並

行
し
て
運
行
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 

1928

年
３
月
22

日
に
は
、｢

土
浦
駅
前｣

～｢

根

崎｣

間
0.5

㎞
が
、
地
方
鉄
道
法
に
よ
る
鉄
道
線

と
し
て
開
業
し
、
土
浦
駅
ま
で
の
乗
り
入
れ
が

実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
区
間
の
開
業
が
こ
の
時

に
な
っ
た
の
は
、
備
前
川
と
姥
川
と
に
架
け
る
、

小
さ
な
２
つ
の
鉄
橋
と
、
桜
川
の
鉄
橋
の
工
事

が
遅
れ
た
た
め
で
し
た
。
備
前
川
か
ら
桜
川
ま

で
の
間
は
、
埋
め
立
て
の
た
め
の
残
土
の
、
デ

コ
ボ
コ
の
不
整
地
で
、
１
軒
の
家
も
な
い
荒
地

で
し
た
。
常
磐
線
の
鉄
橋
と
三
好
町
の
仮
橋
の

間
に
電
車
の
鉄
橋
が
造
ら
れ
、
駅
の
官
舎
の
脇

の
狭
い
所
を
通
り
、
機
関
車
の
転
車
台
の
脇
か

ら
、
駅
の
前(

現
在
の
市
営
駅
西
駐
車
場
近
く)

に
電
車

の
駅
が
で
き
ま
し
た
。 

                
 

常
南
電
車
の
路
線
距
離
は
、｢

土
浦
駅
前｣

～｢

阿
見｣

間
4.6

km(

鉄
道
線
：｢

土
浦
駅
前｣

～｢

桜
川

(

根
崎)｣

間
0.5

 km 
、
軌
道
線
：｢

桜
川(

根
崎)｣

～｢

阿
見｣

間

4.1

km)

、
軌
間
は

1067

mm

、
電
化
方
式
は
直
流
600

V
、

全
線
単
線
で
、
小
松
三
夜
尊
近
く
の
変
電
所
前

に
交
換
設
備
が
あ
り
、
上
下
の
電
車
が
擦
れ
違

っ
て
い
ま
し
た
。｢

根
崎｣

発
05
時
20

分
～
24

時
00
分
、｢

阿
見｣

発
05
時
01
分
～
23

時
41

分
、
終
日
20

分
間
隔
の
ダ
イ
ヤ
。｢

蒲
田
車
両｣

で
製
作
さ
れ
た
木
製
４
輪
単
車(

最
大
寸
法

7925×

2134×

3653

mm
、
自
重
７
ト
ン
、
定
員
44
名
、
主
電
動
機
35
馬

力
。
現
在
の
大
型
バ
ス
よ
り
小
さ
い)

の
新
造
車
７
両

(

電
動
客
車
１
～
５
号
車
の
５
両
と
付
随
客
車
６
・
７
号
車

の
２
両)

を
揃
え
て
、
所
要
時
間
は
土
浦
～
阿
見

間
18

分
で
し
た(

1934
［
昭
和
９
］
年
12
月
１
日
改
正
時)

。

開
業
当
初
の
停
留
所
は
、｢

根
崎｣

、｢

小
松｣

、

｢

大
岩
田｣

、｢

青
宿｣

、｢

阿
見｣

の
５
つ
で
し
た

が
、

1930

年
４
月
１
日
現
在
で
は
、｢

土
浦
駅
前｣

、

第１６２号 

号 

号 

 

号 常南電車 
 1926［大正 15］年から 1938［昭和 13］年までの 13年間でし
たが、土浦～阿見間の海軍道路(湖岸を通る現国道 125号線)に
鉄道が通っていました。｢常南電車｣と言い、１時間に３本のダ
イヤで、朝５時から深夜 12時まで、主に１両編成の路面電車が
チンチンと鐘を鳴らして走っていました。 
 なお、引用文中の【   】は筆者による注記です。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2022（令和４）年１２月１３日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

桜
川
鉄
橋
を
渡
る
常
南
電
車

（
昭
和
初
期
） 

 

常
南
電
車
路
線
図 



  

 

｢
桜
川(

設
立
時
は｢

根
崎｣

)

（
0.5

km 
)｣

、｢

小
松(

1.1

km)
｣

、｢

変
電
所
前｣

、｢

大
岩
田(

2.7

km)
｣

、｢

柿

ノ
木
橋｣
、｢

青
宿(

3.8

km)
｣

、｢

阿
見(

4.6

km)
｣

(

km
は｢

土
浦
駅
前｣

か
ら
の
路
線
距
離)

の
８
停
留
所

に
増
え
て
い
ま
す
。 

 
 

                

 

ま
た
、
保
立
は
、
前
掲
書
に｢

常
南
電
車
と

航
空
隊｣

と
題
す
る
文
章
を
載
せ
て
、
乗
車
し

た
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。 

 
｢

…
…
、
本
社
前
に
根
崎
と
い
う
駅
が
出
来
、

花
で
飾
ら
れ
た
電
車
が
動
き
出
し
た
の
は
大

正
十
五
年
十
月
の
事
で
あ
る
。
珍
し
さ
も
手
伝

っ
て
満
員
の
電
車
に
乗
っ
て
阿
見
ま
で
行
っ

た
。
次
の
年
昭
和
二
年
の
夏
に
常
南
電
車
の
共

催
で
大
岩
田
に
水
泳
場
が
開
か
れ
た
。
土
中

(

現
一
高)

の
一
年
生
の
私
は
、
学
校
で
募
集
し

た
水
泳
教
室
に
参
加
し
て
七
月
の
夏
休
中
電

車
に
乗
り
大
岩
田
藤
棚
ま
で
毎
日
の
水
泳
場

行
き
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
大
岩
田
ま
で

の
電
車
賃
は
学
生
割
引
も
あ
っ
た
の
で
往
復

で
十
銭
位
で
あ
っ
た
と
思
う
。
土
浦
駅
ま
で
の

乗
入
れ
は
昭
和
三
年
の
事
で
あ
る
の
で
、
そ
れ

ま
で
は
桜
川
を
渡
っ
て
備
前
川
の
先
の
根
崎

ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
乗
り
物
の

少
な
い
当
時
、
路
面
電
車
の
走
る
町
は
土
浦
が

都
市
と
し
て
大
き
な
変
貌
を
は
じ
め
た
こ
と

を
感
じ
町
の
活
気
を
身
近
に
し
た
思
い
で
あ

っ
た
。
…
…
。｣ 

1929

年
８
月
、
飛
行
船｢

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号｣

が
霞
ヶ
浦
飛
行
場
に
、

1931

年
８
月
、｢

リ
ン
ド

バ
ー
グ
機｣

が
水
上
班
に
、
そ
れ
ぞ
れ
飛
来
し

た
時
に
は(

本
紙
第
71
号
で
既
述)

、
大
勢
の
人
々

が
見
物
に
押
し
掛
け
た
た
め
、
臨
時
電
車
が
増

発
さ
れ
ま
し
た
。 

常
南
電
車
の
終
焉 

 

市
村
は
、
1923

［
大
正
12

］
年
に
は
土
浦
～
根

崎
～
谷
田
部
間
の
免
許
(注)

も
取
得
し
、
そ
の

後
、
阿
見
～
江
戸
崎
間
の
延
長
計
画
も
進
め
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
変
電
所
に
は
、
将
来

の
谷
田
部
や
江
戸
崎
へ
の
延
長
を
予
定
し
て
、

か
な
り
強
力
な
２
台
の
明
電
舎
製
回
転
変
流

機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
地
方
鉄
道

と
し
て
は
か
な
り
広
域
的
な
経
営
戦
略
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
業
績
が
上
が
ら
ず
、
社
長

も
市
川
誠
一
を
経
て
、
1928

年
に
は
３
代
目
の
浜

平
右
ェ
門
に
代
わ
り
ま
し
た
。
浜
は
、
石
岡
町

の
素
封
家
で
醸
造
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

鹿
島
参
宮
鉄
道
、
石
岡
電
気
の
社
長
も
務
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
既
に

1923

年
か
ら
は
並
行

し
て
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
期
待

を
掛
け
て
い
た
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
関
係
の

乗
客
が
目
立
っ
た
数
に
な
ら
ず
、
地
元
の
限
ら

れ
た
人
た
ち
だ
け
が
細
々
と
利
用
す
る
の
み

で
し
た
。
阿
見
近
辺
の
土
浦
中
学
生
は
、
距
離

が
短
か
っ
た
た
め
に
、
徒
歩
あ
る
い
は
自
転
車

で
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
会
社
は
、
大
岩
田
に

水
泳
場
を
開
設
し
た
り
、
常
磐
線
臨
時
列
車
利

用
の
筑
波
山
登
山
者
向
け
に｢

電
車
・
自
動
車

乗
車
割
引
券｣(

運
賃
割
引
：
電
車
は
土
浦
～
阿
見
間
往

復
が
20
銭
、
自
動
車
は
土
浦
～
霞
ヶ
浦
航
空
隊
間
往
復
が

25
銭)

を
発
売
し
、｢

筑
波
の
お
帰
り
に
は
是
非

東
洋
一
の
霞
ヶ
浦
海
軍
飛
行
場
へ｣

と
宣
伝
に

努
め
ま
し
た
が
、
乗
客
は
増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

昭
和
に
入
る
と
不
況
が
深
刻
化
し
、
茨
城
県

内
で
も
わ
ず
か
な
路
線
網
し
か
持
ち
得
な
か

っ
た
中
小
の
鹿
島
軌
道
、
笠
間
稲
荷
運
輸
、
村

松
軌
道
な
ど
が
、
次
々
に
廃
業
に
追
い
込
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
不
況
を
約
10

年
間
な

ん
と
か
切
り
抜
け
て
き
た
常
南
電
車
も
、
資
金

面
で
の
支
援
を
受
け
て
い
た
土
浦
五
十
銀
行

が
、
1935

［
昭
和
10

］
年
７
月
に
常
磐
銀
行
と
合

併
し
常
陽
銀
行
と
な
っ
た
た
め
に
、
資
金
面
で

の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、

1938

年
２
月
28

日
、
開
業
後
13

年
で
営
業
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。 

航
空
隊
関
係
の
乗
客
が
増
え
な
か
っ
た
の
は
、

航
空
隊
で
は
隊
員
の
輸
送
に
船
を
利
用
し
て

い
た
か
ら
で
し
た
。
外
西
町(

現
大
手
町)

と
下
田

町(

現
文
京
町
・
生
田
町)

と
に
、「
海
軍
住
宅
」
と

い
う
団
地
が
造
ら
れ
て
い
て
、
航
空
隊
で
は
、

汽
艇(

蒸
気
機
関
で
走
る
小
型
船)

で
川
口
と
水
上

班
と
の
間
を
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
後
に
は
、

大
型
の
汽
艇
も
就
航
す
る
よ
う
に
な
り
、
霞
ヶ

浦
の
中
に
航
路
燈
の
設
備
も
造
ら
れ
て
、
夜
間

航
行
も
で
き
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。
高
級
将
校

は
、
も
と
も
と
専
用
の
自
動
車
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
航
空
隊
練
習
生
や
兵
卒
た
ち
は
、

上
官
に
遭
え
ば
必
ず
敬
礼
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
面
倒
で
、
上
官
に

遭
う
虞(

お
そ
れ)

の
あ
る
電
車
を
避
け
、
歩
い

て
い
ま
し
た
。
常
南
電
車
が
通
る
海
軍
道
路
で

も
、
同
じ
虞
が
あ
り
、
現
在
の
水
郷
公
園
付
近

の
田
圃
の
中
の
道
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
運
賃
も
片
道
15

銭(

1935

年
５
月
改
正
時)

と
割

高
で
、
10

銭
で
饅
頭
を
７
個
ほ
ど
買
え
た
時

代
で
す
か
ら
、
若
い
兵
士
た
ち
は
電
車
賃
を
節

約
し
て
、
飲
み
食
い
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
事
情
で
、
常
南
電
車
は
予
想
を
裏

切
ら
れ
る
結
果
と
な
り
、
開
業
後
わ
ず
か
13

年
で
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
廃
線
後
、

車
両
は
す
べ
て
峡
西
電
気
鉄
道(

後
の
山
梨
交
通

電
車
線)

に
売
却
さ
れ
、
1950

［
昭
和
25

］
年
頃
ま

で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

う
ち
、
電
動
客
車
１
両
・
付
随
客
車
２
両
は
、

1942

［
昭
和
17

］
年
に
秋
保
電
気
鉄
道(

宮
城
県)

に
転
売
さ
れ
、
1952

年
ま
で
走
っ
て
い
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ー
ル
は
武
蔵
中
央
電

気
鉄
道
に
売
ら
れ
た
と
言
わ
れ
、
常
南
電
車
の

痕
跡
は
、
今
は
何
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
唯
一
、

桜
川
に
架
か
っ
て
い
た
鉄
橋
の
橋
桁
は
撤
去

さ
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
脚
は
、
昭

和
30

年
代
ま
で
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
全
て
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。 

 

鉄
道
事
業
か
ら
撤
退
し
た
後
、
常
南
電
気
鉄

道
株
式
会
社
は
、
社
名
を
常
南
自
動
車
株
式
会

社
と
改
称
し
、
た
っ
た
１
台
の
バ
ス
で
、
土
浦

～
阿
見
間
の
営
業
を
始
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

1937

年
７
月
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
が
、
翌
年

10
月
以
降
、
中
国
全
土
に
拡
が
る
と
、
霞
ヶ

浦
海
軍
航
空
隊
が
拡
大
さ
れ
、
利
用
客
は
激
増

し
ま
し
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
連
日
積
み
残
し

が
出
る
あ
り
さ
ま
で
、

1944

年
７
月
に
鹿
島
参
宮

鉄
道
に
合
併
さ
れ
た
時
に
は
、
営
業
キ
ロ
29

㎞
、

バ
ス
20

台
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
あ
と
１
年
頑
張
っ
て
い
れ
ば
、
常
南
の

鉄
路
も
戦
後
ま
で
生
き
残
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
、
と
考
え
ら
れ
、
残
念
な
思
い
が
し
ま
す
。 

 

(注)
土
浦
～
根
崎
～
谷
田
部
間
の
免
許 

 

谷
田
部
線
に
つ
い
て
は
、
用
地
の
一
部
が
残
存
し
、
現

在
の
つ
く
ば
市
谷
田
部
に
は
そ
の
区
間
が
あ
り
、
完
成
前

の
路
線
跡
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。
谷
田
川
を
挟
ん
だ

前
後
の
区
間
が
元
の
鉄
道
用
地
だ
った
と
思
わ
れ
る
。 

着
工
時
に
は
無
か
った
も
の
の
、
戦
後
に
な
っ
て
谷
田
川

に
橋
を
架
け
る
こ
と
に
な
り
、
常
南
電
車
に
因
ん
で
、

「電
鉄
橋
」と
命
名
さ
れ
た
。 
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